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Ⅲ 自然環境の概要 


 


【地形の概略】 


 東京都の本土部（島しょ部を除く地域）は、日本最大の平野である関東平野の南西部を


占め、その西端は関東山地に達する。東側には沖積層が堆積した沖積低地が広がり、江戸


川を境に千葉県に接する。沖積低地は荒川、多摩川の流域にも広がり、概ね区部の全域に


広がる。 


 区部とその西側に広がる「山の手」は海岸段丘原由来の洪積台地で、その東あるいは南


端は沖積低地の間に指状に広がっている。東京都の平野部の特色は洪積台地の面積が広い


ことである。台地は、表面を関東ローム層と呼ぶ、那須、男体、赤城、榛名、浅間、箱根、


富士などの諸火山の噴火物起源の土壌で被われている。雑木林や屋敷林の点在する畑地の


広がるかつての武蔵野の風景は、この台地を中心に形成されたものである。海岸段丘の形


成には年代に相違があり、西側の段丘ほど標高が高くなり地形は丘陵状となる。 


 雲取山など、最西部の山地は、白亜紀から古第三紀に形成された四万十帯と呼ぶ砂岩や


泥岩からなる山地で、その東側の日原などの奥多摩は、秩父帯というチャートや石灰岩体


を含むジュラ紀の泥質堆積物からなる。そのため、奥多摩には各地に石灰岩体が露出した


岩塊が点在し、好石灰岩植物が出現する。 


 東京都本土部の自然景観は、概ね低地、台地、丘陵地、山地の 4つに類型区分されるが、


行政区分上の区部は低地と台地、北多摩は台地と丘陵地、南多摩は丘陵地と山地、西多摩


は山地を主要部分とし、行政区分は自然景観上の区分を反映したものとなっている。 


 


【植生の概略】 


 植生とは、植物学的な地球表層の様相をいうが、それは温度・水・栄養塩類の資源量と


いう自然環境の相違を反映して成り立っている。植生の違いは植生を構成する植物相の違


いを反映したものであり、生態系の生産者としての植生の違いは消費者である動物の生存


にもその影響が及ぶ。 


 東京都の植生帯は、低地から丘陵地、山地の低山にかけての地域は照葉樹林帯に、山地


の中腹や低い稜線部分は夏緑林帯に含まれる。照葉樹林帯の主要となる森林植生はスダジ


イ林で、台地や丘陵地にはシラカシ林があったと推定されるが、現在はほとんど残ってい


ない。南多摩や西多摩での丘陵地や山麓の開発は、ウラジロガシ林などの北限に近い山地


性の照葉樹林の植物相に大きな影響を及ぼし、絶滅種や危惧種が集中する。台地は人の手


で管理された雑木林と呼ぶ、コナラ、クヌギ、クリを主体とした落葉性の二次林が最近ま


で広範囲に見られたが、今はほとんど見られない。照葉樹林帯は、都市化の中核として、


家屋が密集し、その間に都市公園や人工緑地が点在する、きわめて人工的な植生が占めて


いる。田畑も存在したかつての低地には湿生地の植生も広く見られたが、今や保全緑地な


どにわずかに残るだけである。 
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 夏緑林帯は面積的には小規模であるが、ブナ林とミズナラ林が卓越する。ブナ林は林床


にスズタケが生える、太平洋型のブナ林である。ミズナラ林の多くは二次林の放置に起源


をもつ林であり、その由来と組成は一様ではない。スギやヒノキの植林地が広い範囲に広


がる。竹林もあるが面積的には少ない。 


 高尾山、御岳山などの山地では、照葉樹林帯と夏緑林帯の境界付近は斜面が急で土壌が


薄くなる。そのような貧栄養土壌の急斜面にモミとツガからなる温帯性針葉樹林やイヌブ


ナ林が出現する。一方、夏緑林帯の上方にはシラビソ、オオシラビソ、コメツガを主とす


る亜高山性針葉樹林が出現するが、東京都の場合はその面積は限られている。中部地方な


どで亜高山針葉樹林帯を抜け出た山頂付近に発達する、ハイマツやチングルマなどの高山


植生は東京都には見られない。 


 








 


図２ 地形概略図 


この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 50m メッシュ（標高）を使用した。（承認番号 平 21業使、第 725 号） 


また、「国土数値情報（行政区域データ、河川データ） 国土交通省」を使用して作成した。 





